
製造業の経営行動に関する意向アンケート調査結果 

 

    平成18 年８月 

大阪府立産業開発研究所 

 

大阪府立産業開発研究所では、大阪府内の企業における経営行動に関する意向を把握するため、

アンケートを実施しました。以下はその調査結果です。 

 

Ⅰ アンケート調査の概要 

(1)調査対象：大阪府に所在地がある中小製造業3,047事業所 

(2)調査時期  平成18年3月 

(3)調査方法  郵送自記式調査 

(4)配布と回収の状況 

a 配布総数 3,047

b 宛先不明による返送数 279

c 有効回答数 546

d 有効回答率 19.7％

 

Ⅱ ３～５年程度の中期計画の経営行動に対する意向について 

１． 目指す経営の方向に関する意向について 
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ＣＳＲ（企業の社会的責任）を徹底した経営を行う(N=531)

製品の企画開発試作は自社で、生産は他社(EMS等)で行う(N=533)

研究開発型の企業を目指す(N=537)

他社と水平なネットワーク連携による事業展開を行う(N=531)

他社とは連携せずに、自社完結独自の路線を貫く(N=534)

キャッシュフローを重視した経営を行う(N=537)

Ｍ＆Ａによる事業の強化・拡大などを行う（受入れも含む）(N=530)

株式上場を目指した経営を行う（既上場は回答不要）(N=528)

海外生産に大きな比重を置いたグローバル企業となる(N=534)

海外販売に大きな比重を置いたグローバル企業となる(N=533)

国内市場に重点を置いた経営を行う(N=541)

全く意向なし 意向は弱い どちらとも言えない 強い意向がある
 

 

回答企業の約半数が「国内市場に重点を置いた経営」「キャッシュ・フローを重視した経営」に強

い意向を示しており、約4割が「CSR(企業の社会的責任)を徹底した経営」を、約3割が「研究開発

型企業」に強い意向を示している。逆に、「株式上場を目指した経営」については過半数の回答企業

は全く意向を示しておらず、「海外生産」や「海外販売」についても全く意向がない企業の割合が高

くなっている。 

 



２．（１）主たる事業（売上構成比の最も高い事業）N=542 
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（２）今後取り組む意向のある分野(単位：社、複数回答) 
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回答企業の現在の主たる業種については、「金属製品」が最も多く、今後取り組む意向のある分野

については「医療・健康」分野が多数を占めた。 

また、「化学・医薬品」、「プラスチック・ゴム製品」を主たる事業としている企業が「医療・健康」

分野に、「金属製品」を主たる事業としている企業が「大気環境」および「水環境」分野に、それぞ

れ取り組みたいとする傾向が強い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２．（３）主たる事業と今後取り組む意向のある分野 
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３．研究開発面の取り組みに関する意向について 
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固有の技術・製品に重点をおいた開発に徹する(N=535)

生産技術のブラックボックス化（外部秘匿）を行う(N=525)

自社単独で研究開発に取り組む(N=531)

得意先と一体となった開発を行う(N=536)

国家プロジェクトなどへの応募・参加を行う(N=526)

国内特許の取得を図る(N=530)

海外特許の取得を図る(N=528)

国・都府県などの公的研究機関との関係を深める(N=531)

国内・海外大学の研究室との関係を深める(N=528)

国施策の新連携支援制度による開発に取り組む(N=525)

開発実績に対して高水準の褒賞制度を実施する(N=527)

研究者の起業を促進する（自社と関係を持ったまま）(N=525)

全く意向なし 意向は弱い どちらとも言えない 強い意向がある
 

 

研究開発面においては、「固有の技術・製品に重点を置いた開発」に強い意向を示した企業が全体

の4割超を占め、「得意先と一体となった開発」、「国内特許取得」に対する意向が次いで強いことが

明らかとなった。 

その一方、「研究者の起業促進」、「国際プロジェクト等への応募・参加」、「海外特許取得」につい

ての意向が全くないとする企業が全体の3割超を占めた。 

総じて、海外での活動には消極的であり、得意先以外との連携に強い意向を示していないことが

調査結果からうかがえる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４．人材開発・人事制度の方向性に関する意向について 
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他社へのスカウトを実施する(N=527)

学生をインターンとして受入、人材獲得に繋げる(N=523)

他社を定年退職した技術者を進んで採用する(N=529)

採用付きの派遣を受け入れる(N=523)

求める分野の経験を持たない人を採用する(N=526)

職業訓練校で技術を学んだ人を採用する(N=528)

就労経験のない人であっても採用する(N=525)

営業関係の正社員を増やす(N=535)

生産技術関係の正社員を増やす(N=540)

研究開発関係の正社員を増やす(N=530)

知的財産管理系の正社員を増やす(N=527)

営業関係の派遣社員を増やす(N=528)

生産関係の派遣社員を増やす(N=528)

研究開発関係の派遣社員を増やす(N=522)

外国人を経営・営業・開発などの正社員として採用する(N=525)

中核技術者を新卒から育てる(N=530)

高度技術技能の伝承を、継承者指名により実施する(N=523)

高度技術技能保有者を特別な格付けによる人事制度を実施する(N=519)

OJT教育を行う(N=508)

Off-JT教育を行う(N=503)

後継者を含めた経営幹部の育成を図る(N=532)

社外の高度技術技能者の指導により技術力向上を図る(N=522)

国家技能検定制度などを取り入れた資格・教育制度を実施する(N=521)

全く意向なし 意向は弱い どちらとも言えない 強い意向がある
 

 

５．（１）平成１８年中に取り組む意向について 
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５．（２）人材開発・人事制度の方向性に関する意向と平成１８年中に取り組む意向とのクロス 
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６． 中期的に強化する人材について 
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人材開発・人事制度に関して、採用面では「生産技術」、「研究開発」、「営業」関係の正社員を増

やすとする意向を持つ企業が多い一方、「外国人の正社員」、「営業関係の派遣社員」、「研究開発関係

の派遣社員」を増やすとする意向が全くない企業が全体の4割強を占めた。一方、育成面では「中

核技術者を新卒から」、「OJT 教育」によって育成するとする企業が多く、他方で「後継者を含めた

経営幹部の育成」に対する意向が強いことがうかがえた。 

また、平成18年中に取り組む人材開発・人事制度関連項目についても、「生産技術」、「研究開発」、

「営業」関係の正社員を増やす、「中核技術者を新卒から育てる」、「OJT教育を行う」、「後継者を含

めた経営幹部の育成」意向が強い企業が多かった他、「他社を定年退職した技術者を進んで採用する」

意向を強く持つ企業が多かった。 

さらに、上記4.のうちの「強い意向がある」と5.(1)とのクロス集計を行ったところ、上記5.(2)

の結果を得た。「生産技術」、「営業」関係の正社員を増やす、「OJT 教育」、「後継者を含めた経営幹



部の育成」について、多数の企業が平成 18 年中に取り組む意向を示したが、18 年中に取り組む比

率(4.において「強い意向がある」と回答した企業のうち、5.(1)において「平成18年中に取り組む

意向が強い」と回答した企業の割合)を見ると、「営業関係の正社員を増やす」が約8割、「生産技術

関係の正社員を増やす」が7割弱となっているのに対し、「OJT教育」では6割弱、「後継者を含め

た経営幹部の育成」では5割弱と、「育成」より「採用」に取り組む意向が強いという結果となった。

また、中期的に強化する人材として、「営業」、「生産技術」、「研究開発」の順に回答数が多かった。 

 

これらから、回答企業の多くは固有の技術・製品に重点を置いた、国内重視の経営を志向してお

り、短期的には「営業」、「生産技術」、「研究開発」に関する正社員の雇用には強い意向を示し、特

に技術者に関しては「他社を定年退職した技術者を進んで採用する」とする一方、育成に関しては

中核技術者を新卒から、OJT教育を通じて行う意向を示しており、「後継者を含めた経営幹部の育成」

とともに経営の中期目標として位置づけている。 
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